
平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第４学年算数 解答及び配点一覧 No.1

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

１ (1) ① 技能 ３ ５
８

20
点 (2) ② 技能 ２０.４４ ５

(3) ③ 技能 １０５あまり３（１０５・・・３も可） ５

(4) ④ 技能 ９１８５４ ５

２ (1) ⑤ 技能 七千百七十九億六千四百万（円） ５

10 (2) ⑥ 知識 ○ ウのみ または，オのみ選んでいる。 ２ ウ，オ ５
点

○ ウ，オは書いているが，他の記号も１ ３
つ選んでいる。（イ，ウ，オ 等）
ただし，他の記号を２つ以上選んだ場

合は不可。（ア，イ，ウ，オ 等）

３ (1) ⑦ 技能 １１ ５

15 (2) ⑧ 技能 ○ 記号のみゥと書いているが，面積を １ （記号）ウ ５６ ５
点 求めていない。

○ 記号はゥと書いているが，面積を間 １
違っている。

(3) ⑨ 考え ○ 次のものを正しくかいた場合の部分点 ○ 図，言葉，式をかいて説明している。 ５

を以下のようにする。 ・例１

図 ・・・２点 （図） の部分をひくことを表した図を

言葉・・・１点 かいている。

式 ・・・２点

・図と言葉は正しくかいているが，式が間 ３

違っている（式が書かれていない）。

・言葉と式は正しくかいているが，図が間 ３

違っている（図がかかれていない）。

（言葉）「大きい長方形から小さい長方形
・図と式は正しくかいているが，言葉の説 ４ をひいて求めた。」 等
明が不十分（言葉が書かれていない）。 （式） （６－３＝３，９－４＝５）

６×９－３×５＝３９
または，６×９＝５４ ３×５＝１５

５４－１５＝３９
（答え３９㎡）

・例２

（図）

（言葉）「２つを上の図のように合わせた
ら，長方形ができるので，長方形

の面積を求めた後，２でわって求

めた。｣ 等

（式） ６×（９＋４）÷２＝３９

（答え３９㎡）

・例３

（図）

（言葉）「横に線を入れて２つの長方形に
分け，上の長方形を移動すると，
１つの長方形ができるので，その
長方形の面積を求めた。｣ 等

（式） ３×（９＋４）＝３９

（答え３９㎡）



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第４学年算数 解答及び配点一覧 No.２

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

３ (3) ⑨ 考え ・例４

（図）

15

点

（言葉）「２つを合わせた正方形からすき
まの長方形をひき，２でわって
求めた。｣ 等

（式）（３＋６＝９） ９×９＝８１
（５－４＝１） ３×１＝３

８１－３＝７８ ７８÷２＝３９

（答え３９㎡）

※ その他，図と言葉と式の整合性があれ

ばよいものとする。

４ (1) ⑩ 考え 二等辺 三角形 のみ ２ 二等辺 三角形 ５

(わけ)

10 二等辺 三角形 ３ この三角形の２つの辺は円の半径になっ

点 (わけ) ています。半径の長さはどこも等しいの

２つの辺の長さが等しくなっているか で，２つの辺の長さも等しいと言えるから

ら。（半径という言葉を使っていない。） 二等辺三角形になります。 等

(2) ⑪ 考え ○ ３つの辺の長さがどれも等しいことは ２ ○ 「３つの辺」「正方形」「等しい」と ５

書いているが，なぜ，等しいのかが書い いう３つの言葉を使って書いている。

ていない。（「正方形」という言葉が使 ・三角形の３つの辺（辺イウ，辺ウエ，辺

われていない。） エイ）は，どれも正方形の辺になってい

て，長さが等しいから。 等

○ ３つの辺が正方形の辺にあたることを ３

書いているが，長さが｢等しい」ことを

書いていない。

５ (1) ⑫ 知識 ウ ５

10 (2) ⑬ 考え ○ □×７または□×７＝は正しく書いて ２ □×７＝２８ ５

点 いる。

６ ⑭ 知識 ○ 垂直，または平行のいずれかを正しく ３ ○ 垂直，平行について，両方を正しく書 ５

書いている。 いている。

５ ・垂直な直線 エ，キ

点 ・平行な直線 ウ，カ，ク

７ (1) ⑮ 考え ○ ３組のうち１組だけ正しく結んでい ２ ○ 次の３組を正しく結んでいる。 ５

る。 ・ア と ６×２＋２×６

10 ・イ と ６×６－３×４

点 ○ ３組のうち２組は正しく結んでいる。 ３ ・ウ と ６×４

【授業改善の視点】

学習指導要領では低学年から「数量関係」領域が位置付けられ，授業においては式の表現と読みの指導を一層充実

させることが大切である。数量の関係を式に表したり，式から考え方を読み取ったり，言葉や図と関連付けて式を用

いたりする力を伸ばすために，お互いの考えを交流させるような言語活動を取り入れた授業を工夫し，数量の関係に

ついて一層理解を深めることが必要である。

５ｍ

４ｍ

９ｍ

６ｍ

３ｍ



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第４学年算数 解答及び配点一覧 No.３

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

７ (2) ⑯ 関心 ○ 次のものを正しくかいた場合の部分点 ○ ●でＴの文字をかき，その図の●を数 ５
を以下のようにする。 えるために必要な線や矢印をかき，その

10 ● ・・・１点 図にあった式と答えを書いている。
点 線や矢印・・・１点 ・●と線をかいた例

式 ・・・２点 ● ● ● ● ● ●
答え ・・・１点 ● ● ● ● ● ●

※ ただし，●をかいていない場合は不可 ○ ○ ● ● ○ ○
とする。 ○ ○ ● ● ○ ○

○ ○ ● ● ○ ○
・●と線や矢印のみ，または●と答えのみ ２ ○ ○ ● ● ○ ○
正しくかいている。

式 ６×２＋４×２
・●と式は正しくかいているが，線や矢印 ３ 答え ２０（人）
と答えをかいていない（正しくない）。

※ 上の例以外に，６×６－８×２，４×
・●と線や矢印を正しくかき，それに合っ ３ ５，６＋６＋４＋４ 等，●と線や矢印
た答えを書いているが，式がない（式が との整合性のある式であればよいものと
正しくない）。 する。

・●と線や矢印と式は正しくかいているが ４
答えを書いていない(答えが正しくな
い)。

・●と式と答えは正しくかいているが，線 ４
や矢印をかいていない。

８ (1) ⑰ 技能 １３５（°） ５

10 (2) ⑱ 考え ○ 答えのみ ２ ○ 三角定規を複数回使って（線等の印を ５
点 つけながら）角の大きさを求めている。

○ 右に示している十分満足できる解答状 ４
況の式はかいているが，答えが間違って ・６０°を３回と４５°を１回と３０°を
いる。 １回測っている。

６０°×３＋４５°＋３０°＝２５５°

・６０°を２回と９０°を１回と４５°を
１回測っている。
６０°×２＋９０°＋４５°＝２５５°
だから，答えは（２５５）°です。

※ 一つの式で書いていなくても可
式の中に「°」がなくても可
説明がなくても可
線をひかなくても可

以下同様

○ １８０°に着目して考えている。

・（点）線をひくと，１８０°よりアの角
の分だけ大きいことがわかるので，まず
角アの大きさを求めます。
４５°＋３０°＝７５°

１８０°＋７５°＝２５５°

・１８０°＋４５°＋３０°＝２５５°
だから，答えは（２５５）°です。

ア



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第４学年算数 解答及び配点一覧 No.４

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配

問 問 問 番 点 点

８ (2) ⑱ 考え ○ ３６０°に着目して考えている。

10

点

・３６０°よりイの角の分だけ小さいと考

えて，まず角イの大きさを求めます。

６０°＋４５°＝１０５°

３６０°－１０５°＝２５５°

・３６０°－(６０°＋４５°)＝２５５°

だから，答えは（２５５）°です。

９ (1) ⑲ 知識 ○ いずれか一方を正しく書いている。 ２ 熊本市 ６月 那覇市 ９月 ５

10 (2) ⑳ 関心 【３人の気付いたことについて】 ○ ただしさん，みほさん，ひろしさんの ５

点 ○ ３人のうち，１人正解につき１点 ３人の気付いたことすべてを正しく書

※ ２人正解で２点 き，かつ，次の観点のいずれかで，自分

３人とも正解で３点 の考えを書いている。

【観点】

【自分の気付いたことについて】 １ ・折れ線グラフの変わり方に着目している。

○ 折れ線グラフの変わり方に着目してい ・２つの折れ線グラフを比較している。

ないが，自分の気付きを書いている。

【３人の気付いたことについて】

【自分の気付いたことについて】 １ ・ただしさん ７月から８月

○ ２つの折れ線グラフの比較に着目して ・みほさん １０月から１１月

いないが，自分の気付きを書いている。 ・ひろしさん ８月

【自分の気付いたことについて】 ２ 【自分の気付いたことについて】

○ 折れ線グラフの変わり方に着目して， ・那覇市では，気温の上がり方が一番大き

自分の気付きを書いている。 いのは，５月から６月にかけてです。

・１月の熊本市と那覇市の気温のちがい

【自分の気付いたことについて】 ２ は，１２度です。 等

○ ２つの折れ線グラフの比較に着目し

て，自分の気付きを書いている。

【授業改善の視点】

変化の様子を折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりする活動を通して，棒グラフとは違った

折れ線グラフのよさを児童に感じ取らせるとともに，各部分の折れ線の傾きから数量の増減の様子をとらえさせてい

くことが必要である。また，熊本市と那覇市の２つの折れ線グラフを同時に見て，変化の様子を比較させる活動を通

して，変化の特徴を読み取る力をさらに高めていく。

イ


